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侵入害虫インゲンテントウの原産地グアテマラにおける

被害調査報告

中村寛志本・ FiladelfoGuevara CHA VEZ * * 

事信州大学農学部附属アルプス圏フィーノレド科学教育研究センタ-

H サンカルロス大学農学部昆虫学研究室

要約

本調査は，インゲンテントウの原産地とされるグアテマラ高地のチマノレテナンゴにおいて，インゲン類の

被害実体の明らかにするために， 2004年9月に行ったものである。農業研究所ICTAの圃場では，インゲン

のGreenbean系統では1200株中，食害痕は11株， Black bean系統では食害痕はみられなかった。栽培農家

のインゲンとベニバナインゲンの圃場では，食害痕のあった株の割合は 3~18.9%で，幼虫への寄生率が

46.7%もある圃場もみられた。採集したマミーから寄生バエの踊が出てきたが種名は不明であった。卵塊卵

粒数は最小27卵，最大50卵で，平均卵粒数は40.3(サンフ.ノレ数13卵塊〉であった。採集した成虫の中に僅か

の割合ではあるが，鞘麹斑紋に変異のある個体がみられた。また斑紋の変異個体と正常な斑紋の個体との交

尾が観察された。

キーワード:インゲンテントウ， グアテマラ， インゲン圃場，低被害，斑紋変異

緒 = Eコ

インゲンテントウ EPilachnavarivestis Mulsant 

(英名:Mexican bean beetle)は，中央アメリカ

のメキシコとグアテマラの高原地帯が原産地とされ

ている九アメリカ合衆国では， 1883年にコロラド

州で最初に発見され，その後南はパナマから北はカ

ナダのオンタリオ州南部にまで生息範囲が広がって

いる問。北米ではダイズが主要な被害作物であっ

た2)。

日本では1997年8月に長野と山梨の県境周辺にお

いて初めて発生が確認された九長野県におけるイ

ンゲンテントウの被害の分布域は， 1997年に8市町

村であったのが2九その後ゆっくりと分布を拡大し，

2002年には13市町村で確認されるようになり，更な

る分布域の拡大が予想されている川。新たに発生し

た個所における防除などの対応には，早い段階での

発見が重要であることから，分布拡大を綿密にモニ

タリングしてし、く必要性が指摘されている問。

本種は日本生態学会が作成した「日本の侵略的外

来種ワースト 100Jの中にも数えられ，特に圏内に

おける外来種としての影響力が強い種と考えられて

いる 13)。

一方，原産地グアテマラにおける本種に関するレ

受領日

採択日

2007年1月24日

2007年2月23日

ポートは極めて少ない。本調査は原産地とされるグ

アテマラの高原地帯において，本種におけるインゲ

ンの被害実体を明らかにするために行ったものであ

る。なお本報告は平成15年~19年度科学研究費補助

金(基盤研究(BXl)課題番号15380039)による研究の

一部である。

1.調査地

調査地

調査場所と方法

調査は， 2004年9月にグアテマラの高原地帯にあ

るチマノレテナンゴ Chimaltenangoのインゲン圃場

I Y...I fi 
.~， 

Fig.l Map of Guatemala 
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Fig. 2 ICT A (Instituto de Ciencia y Tecnologia Agricolas) in Chimaltenango， Guatemala. 

A: Farm facilities. B: Field of P加seol;附 vulgaris

Fig. 3 Two strains of P vulgaris in the field of ICT A. A : Green bean. B : Black bean. 

Fig.4 Phaseolus fields of farms in Chimaltenango. A : Field A， Phaseolus cocGIneus. B : Field C， P 

vulgaris. 

Fig. 5 E. varivestis defoliation on P vulgaris (A) and egg mass (B) in the field of ICT A. 
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で、行二った。チマルテナンゴは，グアテマラシティか

ら約50km西の世界遺産に指定されている古都アンテ

ィグアの近くにある農村で，北緯約15。付近に位置

している CFig.1)。標高は約1500mあり，気候区

分は温帯地域 Ctierratemplada)に属し，日中気

温は24
0

Cから26 . 60C，夜間気温は15 . 5~210Cであ

る5)。

2.調査方法

9月23日にチマノレテナンゴにある国の農業研究所

である ICTA (Instituto de Ciencia y Tecnologia 

Agricolas)のインゲン実験圃場で被害調査を実施

した CFig.2)。調査は任意に選んだ 4畝(約1200

株〉のインゲンP加seolusvulgarisについて，イン

ゲンテントウによる被害株(葉に食害痕がみられる

株)，卵塊，幼虫，成虫および寄生されたインゲン

テントウの幼虫(マミー〉をカウントした。 ICTA

では種子が緑色のインゲン CGreenbean)と種子

が黒いインゲン CBlackbean)という 2つの系統

のつるなしインゲンが栽培されていたので CFig.3)，

それぞれの系統について被害調査を行った。

被害調査は，さらに同じ日にICTAに隣接する

農家のベニバナインゲン Phaseoluscoccineusが栽

培されている圃場(圃場A)で、行った CFig.4A)。

グアテマラの高原地帯では， Fig.4のようにトウモ

ロコシの収穫後にインゲンを植え，枯れたトウモロ

コシの茎にツル巻きっかせて栽培していた。

翌9月24日にICTAから 3kmほど離れた 2ヶ所

の栽培農家の圃場で，同様の被害調査を行った。 l

ヶ所は，焼きトウモロコシの露天のあるパス停前の

ベニバナインゲン閏場で，圃場Aと比較してベニパ

ナインゲンの背丈がまだ低かった(圃場B)。もう

一つは，そこより更に50mほど離れた圃場で，まだ

背丈が低いつるありインゲン栽培がされていた(圃

場C)CFig. 4B)。また 9月25日にはチマノレテナン

ゴの農家のインゲン圃場を回り，任意にインゲンテ

ントウを採集した。

Fig.6 The fourth instar larva (A)， mummy of E. varivestis 
larva (B) and tachinid pupa from the mummy collected in 
Chimaltenango (C). 
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Fig. 7 Three types of the spot pattern on the elytra of E. vanvestis. A: Type a (normal type， which invaded in 

Japan). B: Type b. C: Type c. D: Copulation of type a (♂)Xtype b (♀) 
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結果と考嬢

1. ICTAでの被害調査

ICTAで、行った被害調査の結果をラ Table10こ示

した。インゲンテントウによる被害の程度は留し

Green beanでは調査した1200株中，食害痕 (Fig.

5A)のあった株が11，成虫 9僧体ラ卵塊 (Fig.

5B)が 3つみられたのみであった。また Black

beanでは食害痕もなく，インゲンテントウの何れ

の発脊段階の個体も発見できなかった。との

るだけで，それ以後は害患

ていないという。しか

き取る作業をしている人た

防捻のため

し，

ちが，本種の卵塊を発見して

2.栽培農家での被害調査

チマノレテナンゴにおける 3ヶ所の農家の

査した結果を Table2に示した。食害痕のあった株

3 '""18.9%であり，ベニパナインゲンが栽

されていた闘場Aが最も高かった。また幼虫や成

虫も少なし株当たり成虫密度も最も高い圏場Aで，

していた。

約O. あった。日本では，被害が多い地域で

はほとんどの繋が食容されている間場がみられるの

に比べて，軽微な被寄でで、あるといえる 1凶川6め)1問7η)2川1υ)

一方，比較的インゲンテントウの密度が高かった

圃場Aで、はヲ 4齢幼虫 (Fig.6A)が7個体， 3 

が1個体と 7偲のマミー (Fig.6B)が見つかった。

これよりこの間場Aでの寄生率は， 7 /( 7十 8)X

100 46.7%となった。発見されたマミーのうち l

ら9月25日にグアテマラのホテノレの部麗に置

いておいたサンフツレチュープの中で，寄生ノミェが嬬

して留婦を作ったが，種は不明であった (Fig.

6C)。

AFC報告第5号 (2007)

Schaeferはインゲンテントウの寄生性天敵とし

て，寄生性のハエであるヤドリパェ科Tachinidae

ノミバェ科Phoridae1種，寄生蜂 8穣，ダ

ニ自 Acarinaポリプダニ科Podapolipidae1種を

あげている刊。このうち日本では，オオニジュウヤ

ホシテントウの寄生蜂として知られているヒメコバ

チ科の Pediobius foveolatus (Crawford) 

(Hymenoptera: Eulophidae) とシリボソクロパ

チ科のワタナベシリボソクロバチ Nothoserphus 

afissae (Watanabe) (Hymenoptera: Procto働

trupidae)が，侵入したインゲンテントウに寄生し

ていることが報告されている7)。このP.foveolatus 

は，日本では9月から10月のインゲγテントウの第

2世代への寄生率が高い (60'""93%)ことがわかっ

t.::.. 2九またアメザカ合 では，もともと p.

foveolatusは生息していなかったが，天敵としてイ

ンドから移入され，室内館育で増殖させ被害地に放

し生物的防除として効果を上げている 19)0 Bar柚

rows and Hookerの放錦試験によると，その寄生

パターンは日本に似ており，秋には100%近くにな

ることを報告している九

3.任意採集の個体

チマノレテナ γゴで任意採集した結果は，卵塊9，

l齢幼虫 2齢 4{語体 3齢4個体 4

l個体，成虫71個体であった。これよりグアテ

マラでは9月の末の時期は成虫の発生期にあたり，

さらに卵塊が発見されたことからこの時期の成虫は

越冬せずに産卵して 1年のうちに少なくともあと

1 り返すものと考えられる。

グアテマラでの発生世代数は，年4'""5世代と言

われており，またアメリカ合衆国では高東部では3

"-'4世代，西部や北部では 1"-'2世代である九日

Table 1 The result of investigation on E. varivestis defoliation at the experimental fields of Phaseolus vulgaris in 

ICT A (Instituto de Ciencia y Tecnologia Agricolas) 

No.of NO.of N umbers of E. varivestis 
plants plants 
examined injured Egg mass Larva Mummy Adult 

about 1200 11 3 。 O 2 

about 1200 O 。 。 G O 

Strain 

Green bean 

Black bean 

Table 2 The survey resu1t of E. varivestis at Phαseolus fields of farms in Chima1tenango 

NO.of NO.of N umbers of E. varivestis 
plants 

examined injured Egg mass Larva Mummy Adu1t 

96 10 l 8 7 10 

100 3 。 3 。 2 

200 20 。 1 。 4 

Field 
surveyed 

A

B

C
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本の長野県では2世代発生することが確認されてい

る22)。

4.卵塊卵粒数

チマノレテナンゴでの 3自問の調査で13の界塊を発

見し，その卵塊卵粒数をカウントした。その結果，

掬塊あたりの最小卵粒数は27，最大卵粒数は50で，

平均卵粒数は40.3，標準偏差は7.41であった。

水谷川の調査によると，長野県茅野市の第一世代

で、は，平均卵粒数は56.8(調査卵塊数字30，標準偏

差 6.71)，富士見市の第 2世代では，事均卵粒数

は51.6(調査卵塊数=203，標準偏差 12.61)であ

った。本寵査を日本のデータと比較すると

数が少なく，日本の 2地域との間に統計的に脊意な

差がみられたくt-test，Pく0.01)。アメリカ合衆国

でも数多くの調査がなされているが， Bernhardt 

and Shepard勺こよると，南部地域のサウス@カロ

ライナリ、1'[における越冬成虫の平均卵塊卵粒数は57.2

と報告している。しかし，餌植物によって幼虫の発

育や成虫の産卵数は変牝することが知られており，

ダイズよりインゲンの方が，内的自然増殖率が高く

なることなどが報告されている6)11)。

5.成虫鵜麹の斑紋

被害調査や任意採集した成虫の中に，異なっ

麹の斑紋を持つ個体がみられた。それは日本に生怠

るインゲンテントウと向じ斑紋の成虫(本報告で

はa型とよぶ)(Fig. 7A)，全体に灰色がかつてウ

ンモンテントウ Aηαtisholonisのような鞍麹の斑

(b型とよぶ)(Fig. 7B)，鞘麹の地

a型と同じだが，黒斑が大きい個体 (c型とよ

ぶ)(Fig. 7C)の3つのタイプに分けられた。任意

をした71個体の成虫の斑紋を調べたところ，

Table 3に示したように， 3つのタイプの割合はa

型が約93%と最も高かった。斑紋の異なったインゲ

ンテントウは， ICTAや癌場Aでの調査でも観察さ

れた。

採集した成虫をホテルの部屋で、フ。ラスチックシャ

ーレに入れておいたところ 9月初日に3組の成虫

が交尾しているのを観察した。斑紋のタイプで分け

Table 3 Percentage of three types of the spot pattern 

on the elytra of E. varivestis 

N o. of adu1ts 

% 

: See text and Fig. 7 

Spot pattern* 

Type a Type b Type c 

66 

93.0% 

4 

5.6% 

1 

1.4% 

るとヲ a型♂ xb塑♀ (Fig¥7D)が 2組と a

♂xa型♀が1組であった。

E戸fαchnα属の成虫の斑紋については，オオニ

ジュウヤホシテントウEpilachnaviginお:octomacula却

をはじめ斑紋に変異があり，遺伝的に決まっている

ことが知られている 10)。日本に侵入したインゲンテ

ントウについては，全てa型であり c型のような

斑紋の変異もみられていない。斑紋の変異について

は，今後さらに現地での詳細な龍査が必要であろう。
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Summary 

The investigation on EPilachna vαrivestis defoliation of Phaseolus vegetables was carried out at 

Chimaltenango in Guatemala high land area in September， 2004. The degree of defoliation on the green 

bean strain of P. vulgaris was little (11 plants per 1200 plants) and no damage on the black bean strain in 

the field of ICT A (Instituto de Ciencia y Tecnologia Agricolas). E. varivestis defoliation was 3~ 18.9 % at 

Phaseolus fields of farms in Chimaltenango， where the rate of parasitized larvae (mummies) was 46.7%. 

Pupa of the tachinid日ywas found from mummy collected in Chimaltenango. The mean number of eggs 

per egg mass was 40.3 (mini = 27， max = 50). A few adults with the variable spot pattern of the elytra were 
found and were observed to copulate with the normal type. 
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